
本
書
は
、
仏
教
史
の
上
で
高
僧
覚
鍍
を
語
る
場
合
の
一
資
料
と
し
て
知
ら

れ
、
あ
く
ま
で
も
仏
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
伝
記
研
究
が

進
む
中
、
本
書
自
体
の
研
究
は
、
乱
丁
や
錯
簡
を
含
む
伝
本
に
お
け
る
煩
雑

さ
か
ら
読
解
が
甚
だ
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
内
容
に
散
快
の
問
題
を
残

し
た
ま
ま
『
興
教
大
師
全
集
』
所
収
、
所
謂
全
集
本
が
唯
一
の
手
掛
か
り
と

さ
れ
、
永
井
義
憲
氏
は
説
話
の
認
定
を
、
松
崎
恵
水
氏
は
談
義
自
体
の
問
題

そ
の
よ
う
な
中
で
、
嘗
て
稿
者
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
一
談
義
の
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
考
察
し
、
ま
た
今
後
の
読
解
に
向
け
て
研
究
序
説
を
ま
と
め
る

こ
と
を
試
み
た
（
吃
）
現
存
す
る
高
山
寺
本
と
仁
和
寺
本
の
問
題
点
を
整
理
し
、

談
義
に
含
ま
れ
る
説
話
の
内
容
を
示
し
な
が
ら
、
本
書
の
全
体
像
を
明
ら
か

に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
覚
鍍
の
談
義
の
実
態
を
考
え
る
場
合
、
作
品
と

の
狭
間
に
筆
録
者
の
眼
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
恐
ら
く
今
後
も
、
聞
き

に
つ
い
て
論
及
さ
れ
苑

『
覚
鑛
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
相
伝
を
め
ぐ
る
筆
録
の
方
法

書
き
と
い
う
性
格
か
ら
多
く
の
問
題
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
り
、
相
伝
に
か
か

わ
る
様
々
な
立
場
が
介
在
す
る
限
り
、
内
容
の
誤
読
さ
え
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
。
覚
鍍
の
教
学
を
支
え
た
で
あ
ろ
う
人
々
の
存
在
は
、
作
品
の
内
外
に

わ
た
る
重
要
な
手
掛
か
り
を
も
っ
と
考
え
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
覚
鍍
の
談
義
に
か
か
わ
っ
た
僧
侶
達

の
姿
を
、
相
伝
の
問
題
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
に
よ
り
、
筆
録
に
及
ん
だ
背
景

に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
に
ま
と
め
た
研
究
序
説
に
続
く
も
の

と
す
る
。
な
お
、
（
）
内
の
本
文
頁
数
は
全
集
本
に
依
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
は
本

来
割
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

新
義
真
言
宗
成
立
に
至
る
宗
門
の
抗
争
か
ら
、
覚
鍍
に
関
す
る
資
料
は
少

な
く
、
加
え
て
伝
法
会
談
義
に
関
す
る
資
料
は
本
書
以
外
に
は
残
念
な
が
ら

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
談
義
の
様
子
を
残
す
こ
と

自
体
に
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二

藤
井
佐
美

一

一
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ヲ
思
へ
・
弟
弟
設
上
余
処
余
人
、
是
ノ
如
キ
抄
出
ヲ
取
出
シ
見
ン
人
ア

リ
ト
モ
、
吾
弟
子
等
ハ
然
ル
可
ラ
ズ
。
聖
人
禅
下
恩
警
深
キ
故
二
、
焼

キ
捨
ツ
ベ
キ
事
ヲ
存
ス
レ
ド
モ
、
且
ク
弘
法
利
生
ノ
為
二
残
シ
留
ル
者

也
。
大
日
如
来
・
諸
尊
聖
衆
・
外
金
剛
部
・
護
法
天
等
、
此
ノ
由
悉
知

証
明
御
ス
。
敬
白
。

保
延
六
年
四
月
七
日
僧
聖
応
（
五
三
七
頁
）

聖
応
の
残
し
た
識
語
か
ら
、
筆
録
は
元
よ
り
そ
れ
を
後
世
に
残
す
こ
と
さ

え
、
師
の
教
え
に
逆
ら
う
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
書
が
覚
鎧
の
談
義
を
知
る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
に

至
っ
た
点
は
甚
だ
皮
肉
で
あ
る
。
自
ら
の
筆
録
の
功
績
を
訴
え
な
が
ら
、
あ

く
ま
で
も
軽
々
し
く
扱
う
べ
き
内
容
で
は
な
い
と
す
る
点
か
ら
、
談
義
の
様

子
を
生
々
し
い
形
で
伝
え
る
こ
と
へ
の
恐
れ
が
見
え
る
。
何
故
な
ら
そ
れ
は
、

多
く
の
相
伝
に
か
か
わ
り
な
が
ら
教
学
の
道
に
生
き
続
け
、
同
時
に
様
々
な

紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
覚
銭
の
姿
を
も
残
す
こ
と
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
中
で
師
の
姿
を
語
ろ
う
と
し
た
聖
応
と
は
、
多
く

セ
有
り
。
然
ト
雛
モ
廃
忘
二
備
ン
ガ
為
二
、
是
ノ
如
ク
秘
密

ス
。
若
シ
焼
コ
ト
ヲ
得
ザ
レ
バ
、
後
弟
子
等
之
ヲ
見
ル
人
、

ノ
意
趣
ヲ
存
ズ
可
シ
◎
是
ノ
如
ク
等
ノ
抄
出
数
巻
ア
リ
。
峰

ヲ
見
テ
、
必
ズ
狼
籍
セ
ザ
レ
。
人
二
借
ト
モ
自
ラ
見
ト
モ
、

終
ノ
時
ハ
、
必
ズ
之
ヲ
焼
ク
可
シ
也
。
度
度
之
ヲ
抄
ス
可
ラ
ザ
ル
由
仰

粗
秘
事
記
シ
テ
、
永
ク
未
灌
頂
者
、
轍
ク
之
ヲ
見
ル
可
カ
ラ
ズ
。
若
シ－

之
ヲ
見
ル
ヲ
許
サ
バ
、
永
ク
大
師
・
金
剛
天
等
ノ
罰
ヲ
蒙
ル
可
シ
・
臨

保
延
之
比
、
聖
応
之
ヲ
記
。
（
起
請
此
抄
出
有
之
。
）
此
、
左
右
紙
内
二
、

『
覚
鍍
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
相
伝
を
め
ぐ
る
筆
録
の
方
法

是
ノ
如
ク
秘
密
二
之
ヲ
記

之
ヲ
見
ル
人
、
此
ノ
起
請

数
巻
ア
リ
。
共
二
起
請
文

聖
応
ノ
恩

の
弟
子
達
の
中
で
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。

実
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
。
血
脈
等
を
手
掛
か
り

（
３
）

に
覚
鍾
の
付
法
を
辿
っ
て
も
、
こ
の
長
厳
房
聖
応
の
名
前
は
確
認
で
き
な
い
。

た
だ
、
後
の
伝
記
類
の
臨
終
場
面
に
お
い
て
の
み
そ
の
名
は
登
場
す
る
の
で

あ
る
。
そ
の
一
つ
の
『
高
野
山
大
伝
法
院
本
願
霊
瑞
竝
寺
家
縁
起
』
に
よ
る

正
ン
」
、

康
治
二
年
七
月
廿
八
日
御
風
気
、
自
二
八
月
二
日
一
尊
勝
陀
羅
尼
、
三
箇

日
被
レ
調
、
又
四
ヶ
日
延
引
、
聖
応
（
長
厳
房
）
、
被
参
之
間
、
上
人
被
し

仰
云
、
生
死
無
常
、
有
二
誰
難
レ
遁
云
事
一
也
、
速
成
仏
ス
ル
悉
地
、
若

キ
時
可
レ
修
也
ト
テ
、
種
々
法
門
御
談
話
云
云
、
翌
日
参
上
之
時
、
被
し

仰
云
、
病
者
有
二
六
種
「
皆
悉
宿
業
也
、
善
人
病
患
ハ
初
雛
し
重
、
漸
軽

得
し
成
二
悉
地
五
次
真
言
行
者
雛
し
受
レ
病
、
住
二
正
念
一
得
二
往
生
《
何
以

ウ
ツ
ク
シ

得
し
知
、
往
生
人
行
儀
如
法
ニ
シ
テ
、
自
二
平
生
一
猶
厳
也
、
第
三
日

僧
供
、
一
度
請
僧
有
二
其
限
↓
第
四
日
梨
子
五
菓
被
レ
曳
し
之
、
同
年
八

九
月
猶
有
二
風
気
↓
三
七
日
尊
勝
陀
羅
尼
謂
レ
之
也
、

八
九
月
間
纒
二
宿
霧
「
居
諸
日
積
及
二
窮
壷
一
ト
ソ
見
侍
ル
、

と
あ
り
、
覚
鍍
の
臨
終
行
儀
の
様
子
が
聖
応
の
談
話
を
手
掛
か
り
に
、
日
を

追
う
形
で
詳
細
に
描
か
れ
て
い
髄
↑

と
こ
ろ
で
、
こ
の
臨
終
の
間
際
ま
で
談
義
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
本

書
の
内
容
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
。
本
来
、
こ
の
伝
法
会
談
義
は
春
と
秋
の
二

度
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
康
治
二
年
（
二
四
三
）
秋
の
談
義
も
『
声

字
実
相
義
』
を
内
容
と
す
る
開
白
が
既
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
体
調

が
思
わ
し
く
な
く
、
遂
に
本
書
は
未
完
と
な
る
に
至
っ
た
。
他
の
談
義
と
比

一

一

五



較
し
て
も
圧
倒
的
に
そ
の
分
量
が
少
な
い
の
は
、
伝
本
上
の
問
題
と
い
う
よ

り
は
、
む
し
ろ
病
の
為
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
伝
記
類
に
も
踏
襲
さ
れ
た
こ
の
内
容
が
、
果
た
し
て

真
実
を
伝
え
る
も
の
か
ど
う
か
、
疑
問
の
余
地
は
残
る
。
覚
鎖
の
伝
記
研
究

に
お
い
て
、
資
料
上
の
問
題
は
未
だ
山
積
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
目

し
て
お
き
た
い
の
は
、
既
述
し
た
本
書
の
識
語
か
ら
も
、
覚
鍍
の
臨
終
時
に

立
ち
会
っ
た
弟
子
の
一
人
と
し
て
、
当
時
か
ら
聖
応
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
後
世
の
伝
記
類
に
い
か
に
暖
昧
な
点
が
含
ま
れ
て

い
て
も
、
ま
た
血
脈
等
に
そ
の
名
が
見
え
な
く
て
も
、
聖
応
が
多
く
の
弟
子

達
の
中
で
も
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
存
在
自
体
が
証
明
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
本
書
の
題
名
に
つ
い
て
、
本
稿
は
『
覚
鍍
聖
人
伝
法
会
談
義
打

間
集
』
を
使
用
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
点
に
は
卿
か
問
題
が
あ
る
。
先
の
研

究
序
説
で
も
触
れ
た
が
、
内
題
に
は
「
真
言
宗
談
義
聴
聞
集
」
と
あ
り
、
永

井
・
松
崎
両
氏
と
も
そ
の
名
を
使
用
さ
れ
て
い
る
。
嘗
て
こ
の
点
を
重
々
理

解
し
な
が
ら
も
拙
稿
で
敢
え
て
外
題
を
使
用
し
た
の
は
、
説
話
文
学
辞
典
類

の
項
目
名
に
引
か
れ
た
点
も
否
め
な
い
が
、
む
し
ろ
、
覚
鎧
の
最
大
の
功
績

で
あ
る
伝
法
会
談
義
再
興
と
い
う
点
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
な
お
か
つ
他
の

談
義
と
区
別
し
な
が
ら
本
書
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

改
め
て
、
本
書
と
思
わ
れ
る
題
名
を
当
時
の
資
料
か
ら
見
る
と
、
『
二
教

諭
指
光
紗
』
巻
第
五
で
は
「
聴
聞
抄
（
密
厳
院
作
）
云
」
、
『
真
言
本
母
集
』

巻
第
六
で
は
「
聴
聞
抄
迩
云
」
、
同
書
巻
第
十
五
で
は
「
依
之
と
上
人
聴
聞

抄
云
」
、
『
大
日
経
疏
妙
』
で
は
「
を
上
人
ノ
打
聞
集
云
」
等
が
確
認
で
き
、

こ
れ
ら
は
何
れ
も
覚
媛
の
教
学
を
示
そ
う
と
す
る
「
上
人
釈
云
」
や
「
を
上

人
九
字
秘
釈
云
」
等
と
は
あ
く
ま
で
も
区
別
し
た
挙
げ
方
で
あ
る
。シ

ン
ゴ
ン
シ
ュ
ウ
ダ

ま
た
、
近
代
の
紹
介
記
事
に
お
い
て
も
、
先
の
題
名
以
外
に
「
真
言
宗
打

モ
ン
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
シ
ン
ロ
ン
ダ
モ
ン
シ
ュ
ウ

聞
集
」
・
「
十
住
心
論
打
聞
集
」
・
「
打
間
集
」
等
が
見
え
か
歯
）

お
よ
そ
、
当
時
の
「
打
聞
」
や
「
聴
聞
」
等
の
言
葉
に
は
明
確
な
区
別
が

見
つ
か
ら
ず
、
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
や
『
打
間
集
』
等
の
説
話
集
に
お
け

る
用
例
か
ら
も
そ
れ
は
分
か
る
。
福
田
晃
氏
が
『
枕
草
子
』
「
う
れ
し
き
も

の
」
に
お
け
る
事
例
か
ら
示
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
打
間
」
は
一
般
的

に
は
和
歌
の
打
聞
を
指
し
な
が
ら
、
更
に
説
教
に
お
け
る
口
頭
の
説
話
の
打

聞
へ
と
意
味
の
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
希
）

実
際
、
覚
鐙
の
教
学
を
受
け
継
ぐ
者
と
し
て
知
ら
れ
、
本
書
を
書
写
し
た

人
物
で
も
あ
る
頼
輸
が
著
し
た
『
真
俗
雑
記
問
答
紗
』
で
も
、
「
第
二
、
十

六
・
古
今
集
撰
者
事
」
で
は
、

打
聞
（
良
暹
祇
園
別
當
）
打
聞
（
大
原
入
道
念
首
作
）

と
し
て
お
吃
和
歌
に
お
け
る
事
例
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
『
打
間
集
』

を
含
め
て
こ
れ
ら
の
姿
勢
は
あ
く
ま
で
も
私
的
な
意
味
を
包
含
し
て
お
り
、

本
書
で
も
覚
鍍
の
名
の
も
と
に
「
打
聞
」
が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
に
比
べ
て
「
聴

聞
」
は
公
的
な
印
象
を
伴
う
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
他
、
仏
書
に

使
用
さ
れ
た
類
語
を
辿
る
と
、
「
聞
書
」
「
私
間
書
」
「
口
筆
」
「
口
伝
」
「
密

談
」
等
、
こ
れ
ら
に
近
い
内
容
の
言
葉
を
多
様
に
確
認
で
き
る
が
、
本
書
の

よ
う
に
同
一
の
書
物
に
お
い
て
、
外
題
と
内
題
の
差
が
生
じ
て
い
る
の
は
、

筆
録
或
い
は
書
写
当
時
に
お
け
る
、
二
つ
の
言
葉
に
対
す
る
混
乱
を
示
す
事

（
８
）

例
と
い
っ
て
よ
い
。

一
一
一
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で
は
、
聖
応
の
筆
録
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
取
ら
れ
た
の
か
、

以
下
で
確
認
し
て
お
く
。
な
お
、
覚
鎧
の
談
義
に
は
年
次
不
明
の
も
の
も
あ

る
た
め
、
便
宜
上
今
回
は
全
集
本
の
構
成
に
依
る
が
、
問
題
箇
所
に
つ
い
て

は
随
時
伝
本
と
比
較
し
な
が
ら
進
め
る
。

ま
ず
、
伝
法
会
談
義
は
他
の
論
議
と
は
異
な
り
、
法
を
伝
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
真
言
密
教
の
教
法
を
伝
え
る
組
織
で
、
な
お
か
つ
教
師
養
成
機
関

さ
て
、
本
来
伝
法
会
談
義
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
本
書
を
見
る
限
り
教
相
と
事
相
を
あ
ま
り
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
ま

た
必
ず
し
も
形
式
化
さ
れ
ず
、
多
く
の
問
答
を
含
ん
だ
自
由
な
学
問
の
場
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
談
じ
た
内
容
は
、
確
か
に
教
釈
に
相
当

の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
伝
に
関
す
る
非
難
め
い

た
内
容
を
含
む
場
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
覚
鍍
が
臨
終
時
に
本
書
の
焼

滅
を
願
っ
た
理
由
も
、
或
い
は
そ
こ
ら
辺
り
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
私
的
な
内
容
を
考
慮
し
た
上
で
、
本
来
の
名

称
の
問
題
へ
移
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
書
誌
学
の
側
か
ら
は
疑
問
も
生
じ

る
で
あ
ろ
う
し
、
或
い
は
周
知
の
『
打
間
集
』
と
区
別
す
る
為
に
も
『
真
言

宗
談
義
聴
聞
集
』
を
使
用
す
る
方
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
答
え
を

出
す
に
あ
た
っ
て
は
、
研
究
序
説
に
等
し
い
現
段
階
で
は
差
し
控
え
、
こ
れ

ま
で
通
り
外
題
を
仮
に
使
用
し
、
具
体
的
内
容
の
研
究
に
及
び
な
が
ら
改
め

て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
一
一

『
覚
鐙
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
相
伝
を
め
ぐ
る
筆
録
の
方
法

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
為
、
経
論
疏
の
講
諭
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
り
、
主
と
な

る
書
物
を
中
心
に
自
由
な
討
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
覚
鍍
に

関
し
て
は
本
書
に
依
る
し
か
な
い
が
、
後
の
頼
域
の
時
代
の
資
料
で
は
更
に

そ
の
点
が
明
確
と
な
る
。

し
か
し
、
談
義
の
進
行
に
お
い
て
大
半
が
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
師
の
教
え

で
あ
っ
た
。
「
師
云
」
「
師
伝
」
「
師
伝
云
」
等
が
多
く
、
師
の
口
伝
を
確
実

に
記
録
に
と
ど
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
点
を
よ
り
具
体
的
に

し
て
お
り
、
明
ら
か
に
覚
鍍
の
口
伝
で
あ
る
こ
と
が
、
随
所
に
見
る
「
正
覚

房
義
」
．
「
聖
御
房
談
」
・
「
聖
御
房
答
テ
言
ク
」
・
「
聖
人
言
ク
」
・
「
聖
義
二
云

ク
」
．
「
上
人
御
房
ノ
義
」
等
に
よ
り
明
確
に
さ
れ
る
。

ま
た
、
含
ま
れ
る
数
多
く
の
問
答
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
末
尾
に
は

「
已
上
さ
聖
人
ノ
義
云
々
」
・
「
云
々
已
上
一
義
。
五
日
間
之
ヲ
談
ズ
」
・
「
聖

御
房
之
義
也
」
・
「
聖
御
房
ノ
答
也
」
等
が
多
く
、
た
と
え
教
釈
が
詳
細
な
内

容
に
ま
で
及
ば
な
く
て
も
、
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
信
頼
で
き
る
内
容
で
あ
る

こ
と
を
主
張
す
る
訳
で
あ
る
。

ま
た
、
筆
録
時
、
そ
の
師
の
教
え
に
今
一
つ
の
補
足
を
す
る
形
が
取
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
。

私
案
二
云
ク
、
大
伝
法
院
ノ
仏
天
蓋
ハ
白
色
、
密
厳
院
ノ
大
日
天
蓋
ハ

青
色
ナ
ル
、
此
ノ
義
欺
。
之
ヲ
尋
ヌ
可
シ
。
（
五
二
七
頁
）
↑

と
す
る
の
は
、
筆
録
者
の
疑
問
が
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
そ

し
て
、
末
尾
の
言
葉
は
各
談
義
に
散
見
す
る
。
こ
の
他
、
「
口
伝
有
り
、
之

ヲ
間
可
シ
」
（
四
二
七
頁
）
・
「
凡
人
著
ス
可
カ
ラ
ズ
・
深
キ
故
ア
リ
」
（
同
頁
）

「
密
事
能
能
尋
ヌ
可
シ
」
（
同
頁
）
「
是
し
密
事
也
」
（
同
頁
）
・
「
口
伝
在
、

一

一

七



吉
吉
案
可
」
（
四
九
三
頁
）
、
或
い
は
多
く
の
「
云
々
」
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

詳
細
な
内
容
を
記
録
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
手
控
え
の
よ
う
な
形
で

伝
え
る
方
法
を
取
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
相
伝
を
暖
昧
な
形
で
記
す
方
法
も
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
又

云
ク
」
・
「
尋
テ
云
ク
」
に
始
ま
る
問
答
に
お
い
て
、
「
有
人
ハ
」
・
「
有
人
云

ク
」
と
答
え
る
形
式
で
あ
る
。

嘗
て
、
「
標
題
説
話
」
と
も
定
義
さ
れ
る
本
書
の
一
行
程
度
の
説
話
に
つ

い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
教
釈
の
面
に
お
い
て
も
同
様
に
手
短
な
内
容

に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
方
法
が
取
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
口
伝
の
典
拠
や
そ
の

存
在
ま
で
も
不
透
明
に
す
る
だ
け
に
、
学
問
の
場
と
し
て
は
不
親
切
な
印
象

さ
え
抱
か
せ
る
方
法
で
は
あ
る
が
、
伝
法
会
本
来
の
目
的
に
立
ち
戻
っ
た
時
、

弟
子
達
の
更
な
る
研
讃
を
促
す
内
容
に
と
ど
ま
る
の
は
、
む
し
ろ
効
果
的
な

手
段
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
一
方
で
は
相
伝
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
教
義
を
説
く
方
法
も
取
ら

れ
た
。
今
こ
こ
に
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
僧
侶
達
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

（
１
）
定
蕊
）

本
書
で
は
「
二
教
諭
談
義
」
に
「
定
尊
阿
閣
梨
之
義
云
」
（
四
一
四
頁
）

と
引
用
さ
れ
る
。
定
尊
は
覚
鍍
に
高
野
登
山
を
促
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
す

る
説
が
櫛
田
氏
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
。
他
の
伝
記
類
で
は
、
空
海
の
霊
告

や
高
野
明
神
の
招
請
等
に
よ
る
も
の
と
描
か
れ
て
い
る
が
、
入
山
の
動
櫛
を

明
確
に
示
す
も
の
は
無
い
。
し
か
し
、
両
者
の
関
係
は
、
『
根
来
要
害
』
「
保

延
二
年
六
月
日
両
寺
一
味
奏
状
」
に
、

遙
渡
西
海
平
致
東
都
、
即
就
成
就
院
大
僧
正
、
々
々
感
悦
付
定
尊
（
導
）

阿
閣
梨
令
学
真
言
宗
義

と
あ
り
、
そ
の
関
係
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
京
都
時
代
よ
り
真
言
宗
義
を
定

尊
か
ら
学
び
、
師
の
あ
と
を
慕
っ
て
高
野
登
山
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

『
血
脈
類
従
記
』
巻
第
四
の
義
範
の
付
法
に
は
、

定
尊
（
阿
闇
梨
。
號
二
妙
法
一
屋
若
狭
守
貞
任
子
。
重
受
與
一
勝
覚
一
同

壇
。
）
応
徳
三
年
七
月
二
十
三
日
授
之
。

と
あ
り
、
そ
の
後
仁
和
寺
寛
助
に
師
事
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
門
弟
で
あ
っ

た
覚
鍍
と
の
関
係
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
『
真
俗
雑
記
問
答
紗
』

ヲ

第
二
十
三
「
十
五
。
伝
法
院
本
願
上
人
銘
」
で
も
、
「
其
後
辞
し
彼
容
二
身
於

二
ニ
ヲ

南
嶽
や
或
就
二
定
尊
一
習
二
宗
義
ご
と
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

後
の
『
伝
燈
廣
録
澤
』
巻
第
六
「
仁
和
寺
観
音
院
僧
都
寛
意
伝
」
の
付
法

ノ

ノ

で
も
そ
の
名
は
確
認
で
き
、
「
同
寺
学
講
定
尊
伝
」
に
、

ハ
ハ
ノ
カ
テ

閣
梨
名
定
尊
。
字
禅
定
・
京
兆
人
。
優
婆
塞
朝
日
威
儀
師
之
子
也
。
依
二

ノ

ー
ス
テ
ソ
ヲ
ル
ト
シ
テ
ヲ
ク
ヲ

叡
山
寛
印
供
奉
一
出
家
・
来
礼
二
寛
意
一
作
二
密
人
誼
乃
受
二
灌
頂
一
嗣
二
燈
光
如

ニ
ソ
リ
ノ
ヲ
テ
カ
ノ
ヲ
ノ

精
利
強
根
猟
二
内
外
籍
毛
稟
二
濟
暹
之
悉
曇
的
伝
聿
當
時
学
徳
也
。
覚
鍍

ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
’
坊
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
レ
ー
Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｆ
テ
レ
ニ
ク
ス
ヲ
ラ
ノ
ス
ル
ヲ

随
従
間
二
教
相
奥
』
旦
因
レ
旗
鍍
師
蚤
発
一
毫
里
星
不
レ
知
二
其
寂
年
月
一
。

と
ま
で
に
な
る
。
た
だ
、
定
尊
に
師
事
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
と
し
て

は
、
む
し
ろ
年
次
不
明
の
談
義
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
内
容
の
方
が
相
応
し

い
の
で
は
な
い
か
。

（
Ⅱ
）
慶
舜
、
そ
し
て
楽
生
房
と
出
羽
阿
闇
麺

何
れ
も
、
既
に
拙
稿
で
触
れ
た
が
、
「
菩
提
心
論
談
義
」
に
見
る
「
慶
舜

二

八



入
寺
御
義
」
（
四
二
七
頁
）
の
慶
舜
は
、
『
安
流
伝
授
紀
要
』
の
諸
流
印
信
に

「
高
野
小
入
寺
伝
」
と
し
て
、

小
入
寺
高
野
山
南
谷
阿
弥
陀
院
二
住
シ
、
慶
舜
ト
名
ク
。
義
範
ノ
義

（
弟
）
子
也
。

と
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
『
血
脈
類
従
記
』
第
四
の
義
範
の
付

法
四
人
と
し
て
、
勝
覚
・
定
尊
・
懐
俊
に
続
き
、

経
俊
（
小
入
寺
。
號
高
野
山
阿
弥
陀
入
寺
云
々
）

と
し
、
同
書
同
巻
の
勝
覚
の
条
で
も
そ
の
付
法
四
人
と
し
て
、
懐
俊
・
定
尊

・
蓮
圓
と
共
に
そ
の
名
が
見
え
る
人
物
が
い
る
。
こ
の
経
俊
が
義
範
の
教
学

を
受
け
継
ぎ
定
尊
に
並
ぶ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
の
『
野
澤
血
脈
集
』

巻
第
一
や
『
血
脈
私
抄
』
下
等
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
義
範
・
定
尊
・
小
入

寺
と
い
う
共
通
点
か
ら
、
こ
の
慶
舜
と
経
俊
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は

高
い
。
そ
し
て
、
そ
の
「
御
義
」
を
先
の
定
尊
の
義
と
共
に
本
書
に
残
し
た

訳
で
あ
る
。

さ
て
、
同
じ
く
「
菩
提
心
論
談
義
」
に
登
場
す
る
楽
勝
房
と
出
羽
阿
闇
梨

で
あ
る
が
、
対
立
的
な
関
係
で
そ
の
相
伝
が
記
さ
れ
、
教
釈
に
お
け
る
留
意

点
を
示
す
場
面
で
は
、

楽
生
房
ハ
無
シ
ト
勘
文
ス
。
出
羽
阿
閣
梨
ハ
有
リ
ト
勘
文
ス
。
楽
生
房

ハ
人
人
不
覚
ト
云
う
也
。
（
四
二
七
頁
）

と
す
る
。

否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
楽
生
房
に
つ
い
て
は
、
『
血
脈
類
従
記
』
巻
四

「
大
法
師
隆
真
」
の
付
法
二
人
の
中
に
「
隆
勝
。
楽
生
房
律
師
。
保
元
二
年

十
月
四
日
卒
」
と
あ
り
、
同
書
巻
五
「
権
律
師
隆
勝
」
条
に
は
六
人
の
付
法

『
覚
鎧
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
相
伝
を
め
ぐ
る
筆
録
の
方
法

が
確
認
さ
れ
、
そ
の
裏
書
に
は
「
保
元
三
年
十
月
四
日
卒
七
十
一
」
と
あ

る
。
ま
た
後
の
『
伝
燈
廣
録
澤
』
巻
第
六
に
至
っ
て
は
、
「
聡
明
利
目
。
得

早
筆
早
読
生
之
名
」
と
さ
れ
る
程
の
人
物
で
あ
っ
た
。

一
方
、
出
羽
阿
閣
梨
は
、
『
血
脈
類
従
記
』
第
四
に
記
さ
れ
る
「
出
羽
法

橋
」
で
、
『
野
澤
血
脈
集
』
巻
第
三
に
、

最
厳
（
出
羽
法
橋
。
元
覚
意
僧
都
弟
子
。
天
永
一
一
年
九
月
二
十
一
一
日
於

同
院
灌
頂
了
）

と
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
「
最
厳
法
橋
」
の
名
は
血
脈
等
に
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
覚
鑓
入
壇
時
の
色
衆
の
内
の
調
経
に
も
そ
の
名
が
登
場

す
る
。
「
大
御
室
」
と
称
さ
れ
た
同
じ
二
品
親
王
か
ら
辿
る
と
、
「
寛
意
、
隆

真
、
楽
生
房
隆
勝
」
に
対
し
、
「
覚
意
、
最
厳
」
か
ら
覚
鍍
へ
と
続
く
相
伝

を
こ
こ
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
双
方
の
教
釈
に
お
け
る
相
違
が
本
書

に
も
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
内
容
を
残
す
こ
と
は
多
方
面

に
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
不
用
意
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い

と
釘
を
差
す
聖
応
の
識
語
も
十
分
理
解
で
き
る
。

（
Ⅲ
）
理
性
島
）

廃
絶
し
て
い
た
伝
法
会
再
興
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
が
、
唯
一
本
書
に
残
さ
れ
た
伝
法
会
に
対
す
る
言
葉
と
し
て
注

目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
菩
提
心
諭
談
義
」
に
、

往
古
伝
法
会
支
度
ハ
有
リ
ケ
レ
ド
モ
実
ニ
ハ
行
ナ
ハ
ザ
リ
ヶ
リ
、
理
性

房
伝
也
。
中
院
小
院
達
ヲ
集
メ
テ
、
本
経
ヲ
ヨ
ム
。
理
性
房
制
止
給
フ
。
其

ノ
次
日
中
院
已
ト
云
ヘ
リ
。
帷
事
也
。
之
ヲ
慎
ム
ベ
シ
。
（
四
三
○
頁
）

一

一
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と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
覚
鍍
は
、
『
根
来
要
害
』
「
大
治
元
年
八
月
日
庁

宣
石
手
事
」
に
、

謹
考
旧
貫
、
件
二
会
者
大
師
勒
命
遺
弟
、
毎
年
二
季
勤
行
、
春
名
修
学

会
、
授
秘
密
之
経
教
、
冬
号
練
学
会
、
更
糺
文
義
之
砒
膠
、
実
恵
僧
都

真
然
僧
正
承
聖
跡
以
勤
修
、
伝
学
業
以
紹
隆
、
而
年
序
推
移
、
漸
以
廃

絶
。

と
、
伝
法
二
会
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
覚
鍍
の
時
代
に
高
野
山
で

伝
法
会
が
再
興
さ
れ
た
よ
う
で
、
先
の
『
根
来
要
害
』
「
保
延
二
年
六
月
日

付
両
寺
一
味
奏
上
」
に
、

因
舷
中
院
僧
正
一
向
当
山
勤
修
伝
法
大
会
、
興
隆
真
言
妙
道
、
兼
又
為

後
代
之
証
験
、
留
記
文
於
門
弟
〈
中
略
〉
価
中
院
門
跡
相
伝
領
知
、
年

序
尚
美
、
累
世
皇
帝
数
代
長
者
、
皆
仰
大
師
遺
告
、
悉
任
中
院
記
文
、

而
至
干
延
喜
之
末
、
長
者
押
知
之
後
、
山
門
殊
荒
、
伝
法
廃
絶
、
大
塔

焼
失
、
諸
堂
滅
亡
、
無
縁
雅
真
法
師
励
微
力
講
本
堂
、
貧
道
祈
親
聖
人

忘
身
命
行
此
峯
以
降
、
堂
塔
漸
多
、
僧
徒
来
住
。
然
猶
飢
寒
巨
忍
、
住

侶
不
幾
、
法
将
難
遭
、
大
会
未
興
、
長
者
雛
執
行
、
不
修
復
聖
跡
、
只

防
力

有
運
寺
物
於
北
京
、
敢
無
訪
飢
寒
於
南
山
、
差
覚
鍍
上
人
酬
四
恩
広

徳
之
志
、
無
時
而
休
、
興
三
宝
妙
道
之
思
、
遂
日
弥
苦
、
遂
勒
子
細
、

恭
達
叡
庁
、
幸
蒙
天
恩
、
所
願
如
意
、
干
時
伝
法
大
会
既
復
旧
跡
、
当

山
仏
法
繁
昌
是
時
、
有
職
之
絹
素
、
誰
不
随
喜
、

と
あ
り
、
中
院
真
然
の
記
文
が
覚
鍍
の
伝
法
会
再
興
へ
繋
が
っ
た
こ
と
や
、

高
野
山
に
お
け
る
伝
承
が
こ
れ
に
よ
り
判
断
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
嘗
て
の

伝
法
会
に
関
す
る
具
体
的
な
情
報
を
、
本
書
で
は
理
性
房
の
名
の
も
と
に
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

理
性
院
賢
覚
は
理
性
院
流
の
開
祖
で
あ
り
、
威
儀
師
賢
円
小
別
当
の
子
と

し
て
承
暦
四
年
（
一
○
八
○
）
に
生
ま
れ
た
。
中
理
趣
房
頼
照
に
師
事
し
て

伝
法
灌
頂
を
受
け
、
高
野
山
時
代
を
経
て
先
に
挙
げ
た
三
宝
院
勝
覚
よ
り
職

位
灌
頂
を
受
け
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
に
「
杲
宝

記
」
と
し
て
、

ハ
ノ
ノ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
昨

理
性
院
賢
覚
法
眼
親
父
賢
圓
威
儀
師
住
坊
也
。
賢
覚
仮
名
理
性
房
云
。

一
ア
ト
ー

依
名
理
性
院
一
也
。

と
す
る
よ
う
に
、
父
賢
円
の
住
坊
か
ら
取
ら
れ
た
通
称
は
、
そ
の
後
三
宝
院

か
ら
分
派
し
て
で
き
た
理
性
院
流
へ
と
繋
が
る
。

こ
の
賢
覚
の
名
は
、
覚
鍍
の
求
間
持
法
の
相
承
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
る
場

合
が
多
い
。
そ
し
て
、
頼
域
の
『
真
俗
雑
記
問
答
紗
』
第
十
八
「
十
七
。
求

聞
持
秘
印
事
」
に
、

ノ
ハ
マ
テ
〉
二
ゾ
ノ
ヲ

此
秘
印
密
厳
院
聖
人
求
間
持
法
七
度
修
給
。
悉
地
不
し
成
而
、
此
印
醍

Ｉ
ニ
ヒ
テ
シ
テ
ニ
ス
ル

醐
理
性
房
法
眼
習
伝
修
給
。
第
八
度
悉
地
成
就
印
言
也
。
聖
人
伝
一
受

ノ
ヲ
フ
ニ
タ
リ
ノ
ニ
ー
ニ
テ
リ
ノ
ニ
ノ
ナ
ル

此
印
一
給
。
由
来
二
義
分
。
高
野
伝
云
。
理
性
房
之
坊
明
障
子
外
扇
体

ヲ
タ
リ
ス
キ
テ
ニ
ケ
レ
ハ
ソ
ト
レ
ケ
ル
ニ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｐ
ト
レ
ケ
リ

物
指
上
・
形
透
障
子
見
。
理
性
院
誰
人
被
し
尋
。
覚
と
候
被
レ
答
。

ル
ー
ヲ
フ
ミ
ハ
サ
ミ
ニ

其
時
障
子
開
ケ
テ
見
。
聖
人
二
字
文
挿
サ
シ
ハ
サ
ン
テ
サ
鼻
ケ
ラ
レ

ノ
シ
ヘ
リ
ノ
ニ
ー
ノ

ケ
リ
。
如
レ
此
伝
受
給
云
々
・
醍
醐
伝
云
。
理
性
房
高
野
参
詣
之
次
。

二
二
ソ
ニ

湯
屋
二
人
オ
リ
ア
フ
テ
互
物
語
知
人
ナ
リ
テ
習
伝
給
也
。
云
々
（
已
上

師
口
）

と
あ
り
、
早
く
か
ら
賢
覚
よ
り
理
性
院
小
野
方
の
法
燈
を
相
承
し
て
い
た
こ

と
が
血
脈
等
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
二
人
の
親
交
は
相
当
長
い
も
の
で
あ
っ

○



（
Ⅳ
）
宝
乗
房
と
理
覚
局
）

宝
乗
房
は
、
長
承
三
年
正
月
谷
談
義
の
直
前
に
記
さ
れ
る
「
釈
諭
」
の
内

（
四
六
一
頁
）
に
引
か
れ
る
．
高
山
寺
本
で
は
割
注
扱
い
で
あ
り
全
集
本
も

こ
れ
に
依
っ
て
い
る
が
、
仁
和
寺
本
で
は
本
行
本
文
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

宝
乗
房
に
つ
い
て
は
、
「
十
八
道
念
調
次
第
」
に
、

ｌ
ノ
ナ
リ
ー

尋
賢
阿
閣
梨
入
室
（
尋
賢
字
宝
乗
。
天
永
一
一
年
卯
九
月
一
一
十
日
庚
辰

受
二
汀
於
良
禅
一
）
也
。

と
あ
り
、
ま
た
、
『
血
脈
中
院
』
「
小
野
灌
頂
流
伝
高
野
師
資
血
脈
稟
承
次
第
」

に
も
、

阿
閣
梨
尋
賢
（
宝
乗
房
）
鳥
羽
院
御
宇
。
天
永
二
辛
卯
九
月
二
十
日
庚

辰
受
し
之

と
す
る
よ
う
に
、
高
野
山
検
校
で
あ
っ
た
解
脱
房
良
禅
の
付
法
に
そ
の
名
が

見
え
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
四
十
八
願
成

就
印
」
で
、

ヲ

此
印
者
、
彼
法
印
造
二
九
体
阿
弥
陀
↓
於
二
大
塔
一
本
願
上
人
為
一
導
師
一

た
ら
し
く
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
覚
鍍
の
臨
終
の
本
尊
を
供
養
し
た
の
も

こ
の
賢
覚
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
性
房
の
説
が
本
書
に
み
え
る
の
は
至
極
当
然
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
但
し
、
末
尾
の
「
佑
事
也
。
之
ヲ
慎
ム
ベ
シ
」
が
覚
鎧
の
も
の
か
或

い
は
筆
録
者
の
考
え
か
は
定
か
で
な
い
。
が
、
何
れ
に
せ
よ
覚
鐙
の
伝
法
会

談
義
に
対
す
る
思
い
が
並
大
抵
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
談
義
に
突
然

挿
入
さ
れ
る
、
相
伝
に
か
か
わ
る
こ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

『
覚
鍍
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
相
伝
を
め
ぐ
る
筆
録
の
方
法

ニ
テ
ノ
－
モ

之
時
、
説
法
殊
勝
、
聴
聞
老
少
皆
帰
二
其
徳
『
日
来
誹
誇
之
法
乗
房
等
、

ス

帰
敬
讃
歎
。

と
す
る
「
法
乗
房
」
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
尋
賢
は
良
禅
と
共
に
、
『
根
来
要

害
』
中
「
長
承
三
年
閏
十
二
月
二
日
」
の
起
請
文
に
見
る
よ
う
に
、
金
剛
峰

寺
方
と
の
間
に
座
席
相
論
が
生
じ
た
時
の
張
本
人
で
あ
る
。
後
に
長
い
確
執

を
残
す
こ
と
に
な
る
大
伝
法
院
方
と
金
剛
峰
寺
方
の
間
に
問
題
が
生
じ
た
そ

の
時
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
こ
の
尋
寳
が
い
た
。
本
書
で
宝
乗
房
の
義
を
引

く
記
事
が
、
同
年
の
正
月
谷
談
義
直
前
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
座
席
相
論
よ

り
も
前
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
今
後
の
伝
記
研
究
に
と
っ
て
も
大
変
興
味
深

い
点
と
な
る
。

次
に
、
理
覚
房
尋
蓮
は
、
先
の
宝
乗
房
尋
賢
と
同
様
、
良
禅
の
相
伝
を
受

け
継
ぐ
人
物
で
あ
り
、
『
高
野
山
先
哲
灌
頂
記
録
』
の
良
禅
の
付
法
「
検
校

執
行
阿
閣
梨
琳
寶
」
の
更
な
る
付
法
に
も
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

覚
鎖
と
の
関
係
で
は
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る

が
、
本
書
「
十
住
心
諭
談
義
」
の
「
第
四
巻
義
」
に
お
い
て
、
仁
和
寺
本
で

は
散
快
箇
所
の
為
に
確
認
で
き
な
い
が
、
高
山
寺
本
及
び
全
集
本
で
は
そ
の

名
が
、
「
一
ト
空
ト
ハ
有
何
差
別
（
理
覚
一
房
）
」
（
四
八
七
頁
）
と
し
て
登
場

す
る
。
但
し
、
そ
れ
は
同
じ
一
つ
の
問
答
に
お
い
て
、
直
後
の
「
聖
御
房
答

テ
言
ク
」
（
同
頁
）
と
比
較
す
る
形
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
こ
の
「
十

住
心
論
談
義
」
の
研
究
に
お
い
て
も
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
Ｖ
）
耀
覚
房
と
定
蓮
尉
）

保
延
五
年
四
月
八
日
の
「
十
住
心
論
談
義
」
の
「
遙
覚
房
ノ
言
ク
」
（
四

一
一
一
一



九
○
頁
）
、
「
釈
摩
訶
術
論
談
義
」
の
「
耀
覚
房
義
」
（
五
六
四
頁
）
、
康
治
元

年
八
月
二
十
九
日
「
即
身
成
仏
義
談
義
」
の
「
輝
覚
房
難
ジ
テ
言
ク
」
（
五

八
○
頁
）
に
見
る
人
物
は
、
正
し
く
は
耀
覚
房
で
あ
る
こ
と
が
伝
本
整
理
に

よ
り
分
か
っ
た
。

『
高
野
山
大
伝
法
院
本
願
霊
瑞
竝
寺
家
縁
起
』
・
『
伝
法
院
本
願
覚
鍍
上
人

縁
起
』
に
覚
鑓
の
兄
弟
に
つ
い
て
触
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
何
れ
に
も
四

人
兄
弟
の
内
の
三
男
が
覚
鍍
、
そ
し
て
四
男
に
は
童
名
を
「
鬼
四
郎
」
、
法

名
を
「
耀
覚
房
」
と
す
る
人
物
が
登
場
す
る
。
即
ち
覚
鍍
の
実
弟
が
こ
の
耀

覚
房
信
恵
で
あ
っ
た
。

『
結
網
集
』
で
も
、
「
伝
法
印
学
頭
信
恵
伝
」
に
、

會
。
閣
梨
奉
咳
勅
補
二
学
頭
職
、
学
頭
蒙
勅
之
始
也
。
後
莫
レ
知
二
其
終
型

と
あ
り
、
筧
鍍
が
信
恵
を
頼
り
に
し
、
最
初
の
学
頭
に
推
挙
し
た
こ
と
も
分

か
る
。
そ
し
て
、
高
野
山
検
校
職
に
も
就
い
た
信
恵
は
、
覚
鎖
が
辞
し
た
あ

と
の
大
伝
法
院
を
守
り
、
誰
よ
り
も
覚
鎧
の
教
学
を
支
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。

先
に
挙
げ
た
「
釈
摩
訶
術
論
談
義
」
に
お
い
て
も
、
問
答
の
答
の
部
分
に

そ
の
名
が
記
さ
れ
る
が
、
た
だ
こ
こ
で
は
、

表
徳
ノ
義
ヲ
以
テ
論
宗
ト
為
ル
カ
故
二
、
摩
訶
術
諭
卜
釈
ス
ト
。
是
ハ

閣
梨
名
信
恵
。
字
曜
覚
。
姓
平
氏
。
肥
之
前
州
人
。
密
厳
尊
者
之
胞
弟

ヲ

也
。
天
資
敏
捷
。
該
稗
含
二
剛
脆
之
気
元
故
少
名
日
一
鬼
四
郎
聖
蓋
国
俗

呼
二
可
畏
者
一
為
し
鬼
也
。
飢
齢
喪
し
父
。
歳
甫
志
学
。
啓
レ
母
出
家
。
長
随
二

尊
者
毛
服
司
勧
左
右
毛
朝
鍛
夕
錬
。
恵
業
超
抜
。
逮
三
尊
者
立
二
伝
法
大

上
人
御
房
ノ
義
ナ
リ
・
摩
訶
術
ヲ
釈
ス
ル
論
ト
・
是
ハ
学
頭
ノ
義
ナ
リ
。

（
五
六
四
頁
）

摩
訶
術
諭
卜
釈
ス
ト
。
是
ハ

ー

吾
志
之
所
一
し
趣
。
又
云
。
思
．
慕
於
吾
一
者
。
可
し
崇
．
重
於
兼
海
圭
其
為
二

尊
者
所
二
推
称
一
者
如
レ
此
。
遂
為
二
伝
法
院
流
之
嫡
嗣
聿
董
二
密
厳
席
毛

居
二
圓
明
寺
第
二
世
玉
継
二
信
恵
一
受
二
学
頭
之
徽
號
毛

と
あ
り
、
覚
鍍
が
兼
海
の
助
力
に
相
当
な
評
価
を
与
え
、
信
恵
に
継
ぐ
程
の

存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
兼
海
は
あ
く
ま
で
も
法
名

が
浄
法
房
で
あ
り
、
同
音
の
憲
海
の
方
が
定
蓮
房
の
法
名
を
名
乗
る
人
物
と

し
て
は
む
し
ろ
適
当
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
先
の
「
十
住
心
論
談
義
」
の
耀
覚
房
の
説
に
続
き
、
「
又
有
人

と
し
、
両
者
の
教
釈
を
比
較
す
る
形
で
筆
録
す
る
。
ま
た
、
「
即
身
成
仏
義

談
義
」
で
は
、
「
簑
二
耀
覚
房
難
ジ
テ
言
ク
」
に
対
し
て
「
聖
人
答
テ
言
ク
」

と
、
覚
鍍
が
信
恵
の
言
葉
に
対
し
て
答
え
を
出
し
た
場
面
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
伝
記
類
に
は
決
し
て
現
れ
て
こ
な
い
が
、
相
伝
の
中
で
も
更
に
教
釈

が
細
分
化
さ
れ
て
い
く
様
子
が
本
書
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
る
。

さ
て
、
信
恵
を
血
脈
等
か
ら
探
す
と
、
『
高
野
山
先
哲
灌
頂
記
録
』
良
禅

の
付
法
の
一
人
真
譽
の
更
な
る
付
法
が
挙
げ
ら
れ
る
中
に
、
信
恵
・
兼
海
、

そ
し
て
先
の
尋
蓮
の
名
が
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
兼
海
は
彼
自
身
「
覚
鍍
上
人
事
」
を
著
し
て
い
る
こ
と

で
も
分
か
る
が
、
『
結
網
集
』
「
密
厳
院
第
二
世
兼
海
閣
梨
伝
」
に
も
、

閣
梨
名
兼
海
。
字
浄
法
。
密
厳
尊
者
入
室
上
足
也
。
夙
侍
二
巾
錫
幻
毎

蒙
二
提
諒
一
数
承
二
精
談
聖
洞
引
暁
密
蔵
元
世
出
世
間
事
。
尊
者
皆
與
二
閣

二
ヲ

梨
一
談
吟
怜
終
日
不
し
違
・
尊
者
嘗
與
二
真
譽
室
見
其
略
云
。
兼
海
忠
孝

誠
信
。
浄
戒
深
智
。
道
心
堅
固
。
又
云
。
吾
仏
法
興
隆
。
自
行
化
他
。

大
願
成
就
。
＋
之
八
九
。
海
之
助
成
力
也
。
又
云
。
多
年
随
従
。
能
知
二

一
一
一
一
一



云
ク
」
と
し
て
教
釈
を
行
い
、
割
注
の
形
で
「
定
蓮
房
之
義
也
。
諸
衆
之
ヲ

許
サ
ズ
」
（
四
九
○
頁
）
と
記
す
。
即
ち
耀
覚
房
と
比
較
す
る
形
で
そ
の
義

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
と
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
憲
海
は
若
干
後
の
人
物
で
あ
り
、
そ
の
伝
歴
も
詳
細
な
も
の
は
な

い
。
『
血
脈
中
院
』
「
小
野
灌
頂
流
伝
高
野
師
資
血
脈
稟
承
次
第
」
の
阿
閣
梨

源
朝
の
付
法
弟
子
の
中
に
、

１
１
暦
ィ

山
籠
憲
海
（
定
蓮
房
文
応
二
年
十
月
七
日
於
二
明
王
院
一
授
レ
之
色
衆

十
四
人
）

と
見
え
る
程
度
で
、
そ
の
他
新
流
声
明
の
達
匠
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
何
れ

に
し
る
覚
鎖
在
世
時
の
人
物
で
は
な
い
。
兼
海
と
憲
海
を
同
一
人
物
と
す
る

の
は
法
名
か
ら
は
困
難
で
あ
る
。
仮
に
法
名
を
尊
重
す
る
な
ら
ば
、
或
い
は

こ
の
箇
所
は
聖
応
の
筆
録
時
に
は
無
か
っ
た
も
の
で
、
書
写
の
段
階
に
お
け

る
注
記
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
同
音
の
為
に
生
じ
た
混
乱
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
何
れ
に
し
る
現
段
階
で
は
保
留
と
す
る
し
か
な
い
。
更
に
櫛

田
氏
は
、
別
に
青
蓮
房
阿
波
上
人
説
を
提
示
さ
れ
た
が
こ
れ
も
判
断
し
難
い

の
で
今
は
触
れ
な
い
。

（
Ⅵ
）
法
生
勵
）

保
延
五
年
秋
の
「
十
住
心
論
談
義
」
第
八
巻
で
、
こ
の
法
生
房
の
義
は
説

か
れ
始
め
る
。
一
道
無
為
を
説
明
し
た
後
、
「
法
生
坊
御
義
。
聖
御
房
義
モ

爾
也
」
（
五
○
八
頁
）
と
し
、
続
け
て
白
毫
を
説
明
し
た
直
後
「
法
生
房
義

云
々
」
（
同
頁
）
と
し
、
少
し
間
を
お
い
て
大
日
経
第
三
劫
の
文
に
対
し
て

の
説
明
に
も
「
是
法
生
房
ノ
義
也
。
聖
御
房
モ
之
同
」
（
五
一
九
頁
）
と
結

『
覚
鍍
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
相
伝
を
め
ぐ
る
筆
録
の
方
法 ぶ

・
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
、
圧
倒
的
に
覚
鍍
が
同
意
を
唱
え
て
い
る
の
が
、

法
生
房
の
義
で
あ
る
。

ま
た
本
書
の
後
半
に
は
、
非
常
に
短
い
内
容
が
独
立
し
て
紹
介
さ
れ
る
「
法

生
房
御
物
語
」
（
五
六
九
頁
）
が
存
在
す
る
。
こ
の
部
分
は
、
本
来
の
覚
鐙

の
談
義
と
は
別
扱
い
と
す
る
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿
で
も
触
れ
た
が
、
仁
和
寺
本
で
は
奥
書
の
後
に
記
さ
れ
る
内
容
で
あ

り
、
な
お
か
つ
高
山
寺
本
に
は
無
い
箇
所
で
あ
る
。
三
井
寺
の
身
代
わ
り
不

動
説
話
の
冒
頭
に
、
法
生
房
の
語
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
な
が

ら
、
続
く
生
身
の
不
動
尊
を
見
た
内
容
の
説
話
に
つ
い
て
も
「
同
人
物
語
」

（
同
頁
）
と
注
記
す
る
。
語
っ
た
人
物
を
示
す
た
め
に
付
加
さ
れ
た
こ
の
言

葉
は
、
本
書
の
他
の
説
話
に
は
見
え
な
い
筆
録
方
法
で
あ
る
。
即
ち
、
教
釈

に
か
か
わ
る
相
伝
に
つ
い
て
は
注
記
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
間
に
語
ら
れ
た

説
話
の
語
り
手
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
覚
鐙
の
談
義
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書
に
含
ま
れ
る
程
の
内

容
を
語
り
、
な
お
か
つ
覚
鍍
自
身
も
教
釈
に
お
い
て
支
持
し
た
法
生
房
と
は

誰
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
一
視
さ
れ
る
場
合
が
多
い
も
の
の
、
教

尋
と
永
尋
の
二
人
の
人
物
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
資
料
が
あ
ま

り
に
少
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
法
名
が
一
致
す
る
教
尋
に
つ
い
て

の
み
述
べ
て
お
く
。

教
尋
に
つ
い
て
詳
し
く
伝
え
る
『
高
野
往
生
伝
』
十
三
に
よ
る
と
、

宝
生
房
教
尋
・
俗
姓
平
氏
。
元
住
園
城
寺
。
改
移
高
野
山
。
平
生
之
間
。

行
業
不
退
。
廣
学
八
宗
。
早
究
五
部
。
以
文
殊
為
本
尊
。
行
灌
頂
。
伝

衆
流
。
然
間
神
心
背
例
。
終
焉
迎
期
。
永
治
元
年
三
月
廿
日
申
刻
。
三

一
一
一
一
一
一



聖
心
者
。
当
山
伝
法
院
学
頭
也
・
談
義
之
間
。
近
日
住
山
。
師
弟
之
好
。

知
委
曲
之
人
也
。
価
予
相
尋
之
虚
。
記
録
如
斯
。

と
、
法
生
房
を
名
乗
り
元
園
城
寺
に
住
ん
で
い
た
教
尋
が
文
殊
菩
薩
の
信
仰

に
よ
り
往
生
を
遂
げ
た
内
容
を
、
伝
法
院
学
頭
の
談
義
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
『
東
国
高
僧
伝
』
・
『
結
網
集
』
・
『
伝
燈
廣
録
』
等
は
こ
れ
を
踏
襲
す
る

も
の
で
あ
り
、
先
の
定
尊
と
並
ぶ
悉
曇
の
学
匠
で
あ
っ
た
こ
と
等
は
櫛
田
氏

の
論
に
詳
し
い
。
覚
鍜
の
著
作
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
『
五
輪
九

字
明
秘
密
釈
』
の
識
語
に
は
、

ノ
ク
ス
ノ
ヲ

ノ
ハ
テ
ニ
シ
ク
ノ

右
書
中
多
戴
二
灌
頂
文
記
未
灌
頂
者
受
二
於
師
一
可
レ
間
。
就
レ
中
五
蔵
秘

し
ナ
リ
ク
ク
シ
テ
セ
ヨ
ヲ
々
シ
テ
ノ
ヲ
チ
ル
二

義
是
大
事
。
能
能
受
学
修
し
之
。
抑
記
二
此
秘
釈
一
後
入
二
三
摩
地
弔
忽

シ
テ
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
レ
ー
汐
レ
テ
チ
ナ
リ

然
化
現
宝
生
房
云
、
罠
論
一
度
崩
金
石
即
一
物
。
毘
弥
両
観
凡
聖
無

ナ
リ
ハ
レ
ノ
ハ
ノ
ナ
リ
シ
ラ
バ
ノ
ニ

ニ
。
吾
是
金
色
世
界
古
衆
、
汝
亦
密
厳
浄
土
新
生
。
若
入
二
此
胆
葡
林
一

し
カ
ム

二
ノ
ニ
シ
テ
ノ
ヘ
テ
ニ
シ
テ
エ
チ

誰
人
有
二
異
薫
一
哉
。
終
此
説
者
如
レ
幻
不
レ
見
。
於
レ
此
さ
不
し
覚
涙
落

ナ
リ
ニ
テ
ノ
ヲ
ル
ノ
ム
コ
ト
ヲ

漸
槐
熾
盛
。
忽
見
二
密
厳
有
相
一
知
二
生
死
絶
一
而
已
。

と
あ
り
、
覚
鐙
の
教
学
に
お
い
て
教
尋
が
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

尺
文
殊
忽
以
影
現
。
告
上
人
云
。
却
後
三
日
。
至
子
寅
刻
。
与
一
万
菩

薩
倶
来
・
可
引
摂
金
色
世
界
者
。
干
時
上
人
合
掌
頌
日
・
唯
願
妙
吉
祥
。

為
我
現
金
身
。
不
捨
本
誓
願
。
即
作
開
導
師
。
其
後
還
本
土
。
昔
法
照

禅
師
之
逢
生
身
・
告
往
生
於
西
方
浄
土
之
月
。
今
教
尋
上
人
之
感
影
現
。

約
引
摂
於
金
色
世
界
之
雲
。
文
殊
応
化
。
古
今
相
同
者
歎
。
同
廿
三
日

夜
。
及
寅
剋
。
忽
発
異
香
。
人
起
信
心
。
髪
上
人
示
弟
子
等
云
。
汝
読

提
婆
一
品
。
唱
文
殊
真
言
。
上
人
即
結
同
密
印
。
如
入
禅
定
。
忽
然
即

世
。
入
滅
以
後
。
一
日
端
坐
。
身
鵲
不
動
。
手
印
如
元
云
云
。
仏
厳
房

（
Ⅶ
）
千
崎
）

実
は
、
先
の
「
法
生
房
御
物
語
」
同
様
、
別
扱
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
内
容
が
あ
る
。
全
集
本
巻
末
の
「
声
字
実
相
義
談
義
」
の
最
後
に
、
「
別

本
依
此
文
入
。
小
野
雑
抄
。
千
心
」
（
五
八
七
頁
）
と
し
て
、
弘
法
大
師
説

話
が
載
せ
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
高
山
寺
本
に
は
無
い
が
仁
和
寺
本
に
は
見

え
る
内
容
で
、
全
集
本
も
こ
れ
に
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
『
小
野
雑
抄
』
は
、
本
書
に
遅
れ
『
覚
禅
紗
』
第
五
「
軍
茶
利
法
」

下
に
引
か
れ
る
、

十
二
蛇
事

ソ

、
雑
抄
云
、
小
野
南
方
軍
茶
利
明
王
。
第
七
末
那
識
変
成
二
平
等
性

ト

ヲ

智
一
時
。
断
惑
形
也
。
以
二
四
蛇
一
為
二
理
路
一
事
。

と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
こ
こ
に
、
そ
の
詳
細
な
内
容
ま
で
は
挙
げ
な
い

が
、
『
覚
禅
妙
』
で
も
「
小
野
云
」
・
「
小
野
伝
云
」
・
「
小
野
説
ハ
」
等
の
口

伝
と
は
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
、
確
実
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
存
在
し
、

そ
れ
を
本
書
も
引
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

覚
鑑
の
談
義
に
付
加
さ
れ
、
覚
禅
が
引
い
た
と
思
わ
れ
る
内
容
を
著
し
、

か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
教
尋
が
最
初
天
台
を
学
ん
だ
人
物
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
書
後
半
部
の
「
法
生
房
御
物
語
」
の
不
動
説
話
や
、

「
二
教
諭
談
義
」
に
黄
不
動
説
話
等
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き

る
。
或
い
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
を
覚
鍍
自
身
が
、
教
釈
と
同
じ
よ
う
に
法
生

房
の
伝
え
る
内
容
と
し
て
談
じ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
部
分
の
み
を
筆
録

及
び
書
写
の
段
階
で
別
扱
い
に
し
て
取
り
上
げ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四



公
入
室
。
號
一
小
野
僧
正
里
又
云
二
千
心
僧
正
ご

と
あ
り
、
ま
た
、
『
続
伝
燈
廣
録
』
巻
第
五
「
城
州
小
野
曼
茶
羅
寺
開
山
東

寺
二
十
二
代
長
者
法
務
僧
正
仁
海
伝
」
に
は
、
「
十
五
祖
名
仁
海
。
又
日
千

心
。
称
小
野
僧
正
・
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

仁
海
は
、
広
沢
流
の
寛
朝
と
並
び
小
野
流
の
開
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

小
栗
栖
信
源
に
よ
り
伝
承
さ
れ
た
太
元
帥
法
の
血
脈
が
『
醍
醐
寺
新
要
録
』

に
「
覚
禅
抄
云
」
と
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
整
理
す
る
と
、

源
慶
ｌ
浄
秀
ｌ
実
快
ｌ
賢
覚

出
覚
源
ｌ
定
賢
ｌ
勝
覚
ｌ
賢
覚

信
源

仁
海
ｌ
成
尊
ｌ
義
範
ｌ
勝
覚
ｌ
賢
覚

脈
私
抄
』
に
、

仁
海
倉

千
心
井
成
就
院
等
千
心
者
仁
海
也
・
古
説
云
・
此
師
暗
二
千
人
一
学
習
。

ノ
ヲ
ノ
ー
ト
ト
ノ
ノ
ノ

又
為
二
千
人
一
授
し
之
。
是
故
云
レ
千
也
。
心
者
仁
忍
同
音
故
。
取
二
刀
下

ヲ
ト

ト
ノ

ハ
ノ

心
一
云
心
云
々
此
説
不
可
也
。
舌
者
仁
古
文
字
也
。
字
彙
云
。
舌
古
文

ノ

ハ
ク
ス
ル
カ
ヲ
ヲ
ト
レ
ノ

仁
字
。
唯
仁
者
能
服
二
衆
心
一
故
。
舌
為
し
仁
已
上
此
和
上
考
也
。
此
説

好
美

と
あ
り
、
千
心
が
仁
海
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
由
来
ま
で
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
他
に
も
千
心
の
名
が
示
さ
れ
る
仁
海
の
血
脈
等
と
し
て
は
、
『
血

「
小
野
」
と
「
千
心
」
を
同
時
に
名
乗
る
人
物
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
仁

海
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
仁
海
の
『
小
野
六
帖
』
等
は
、
覚
鍍
自
身
も
書
写

し
て
い
る
が
、
一
般
に
「
千
心
」
の
通
称
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

『
三
宝
院
流
洞
泉
相
承
口
訣
』
第
八
に
は
、

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
二
ト
ー
ノ
テ
シ

ノ
カ

ハ

（
曼
陀
羅
寺
建
立
人
也
。
和
泉
国
宮
道
惟
平
息
也
。
元
高
野
雅
真

ト

ト

『
覚
鎖
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
相
伝
を
め
ぐ
る
筆
録
の
方
法

テ

続
、
｜
学
頭
教
尋
宝
生
房
、
信
恵
曜
覚
房
、
兼
海
浄
法
房
等
被
補
任
、

毎
年
御
願
無
し
退
二
轌
干
今
弓

と
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
兼
海
・
教
尋
・
信
恵
等
の
名
が
見
え
説
』
後
世
の
伝

と
信
源
か
ら
は
三
流
に
分
か
れ
、
そ
の
何
れ
を
も
賢
覚
は
修
法
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
理
性
房
賢
覚
と
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
こ
の
仁
海
か

ら
の
修
法
は
確
実
に
覚
鍍
に
至
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
内
容
が
高

山
寺
本
に
無
い
こ
と
か
ら
別
扱
い
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
他
で
は
見
え
な

い
仁
海
の
説
話
を
本
書
が
幾
つ
か
含
ん
で
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。

説
話
皿
の
仁
海
が
都
卒
を
願
い
中
品
中
生
に
生
ま
れ
た
話
、
説
話
羽
の
仁

海
が
秘
蔵
法
文
を
窃
盗
し
た
話
、
説
話
田
の
提
子
の
滝
で
仁
海
が
悉
地
を
得

た
話
、
説
話
九
の
金
峯
山
の
延
喜
帝
蔵
人
僧
正
に
仁
海
が
問
う
話
、
説
話
汀

の
熊
野
路
に
お
い
て
空
か
ら
式
部
大
夫
の
元
へ
行
く
理
由
を
聞
か
れ
る
話
等

が
そ
れ
で
あ
る
。
内
容
や
説
話
数
を
考
慮
し
て
も
、
仁
海
に
関
す
る
情
報
が

覚
鎖
の
周
辺
に
相
当
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
推
測
で
き
る
。

『
伝
法
院
本
願
覚
鎖
上
人
縁
起
』
に
、
覚
鐙
の
葬
送
時
の
様
子
が
、

、
ソ
テ

同
廿
一
日
酉
時
、
鮎
二
菩
提
院
一
定
一
御
茶
毘
所
《
御
引
導
善
巧
房
阿
閣

汰
李
御
寺
務
者
、
上
人
ヨ
リ
真
譽
阿
閣

院
主
兼
海
浄
法
房
ヨ
リ
證
印
大
乗
房
、

ハ
ー
Ｉ

梨
、
呪
願
圓
惣
房
、
御
輿
前
方
證
印
大
乗
房
、
後
方
兼
海
浄
法
房
、
御

ハ

忌
中
人
々
皆
別
所
分
聖
也
、
其
後
御
付
法
浄
法
房
、
萬
事
有
取
御
沙

卜

汰
、
｜
御
寺
務
者
、
上
人
ヨ
リ
真
譽
阿
閣
梨
、
行
恵
、
隆
海
等
御
相
続
、

ト

院
主
兼
海
浄
法
房
ヨ
リ
證
印
大
乗
房
、
玄
證
閑
観
房
、
覚
琉
等
被
相

卜

四

ハ

五



記
類
が
必
ず
し
も
そ
の
実
像
を
語
っ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
こ

に
登
場
す
る
僧
侶
達
の
名
は
、
教
学
上
覚
援
と
は
深
い
親
交
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
者
達
ば
か
り
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
そ
の
人
物
達
存
確
認
す
る
と
い
う
表
層
的
な
段

階
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
教
学
に
生
き
た
覚
鐙
の
真
の
姿
を

考
え
る
時
、
相
伝
を
め
ぐ
る
内
容
は
確
実
に
経
論
疏
の
出
典
に
ま
で
及
ぶ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
、
周
囲
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
説
話
に
つ
い
て
も
、

或
い
は
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
一
方
で
、
「
～
伝
」
「
～
義
」
等
に
と
ど
ま
り
、
更
に
は
秘
義
で
あ
る

こ
と
を
示
し
「
之
ヲ
尋
ヌ
可
シ
」
と
し
な
が
ら
多
く
を
語
ら
な
い
口
伝
の
様

子
を
見
る
限
り
、
暖
昧
な
面
は
多
分
に
残
る
。
そ
こ
に
は
語
る
側
の
意
識
だ

け
で
な
く
、
享
受
者
側
の
知
的
レ
ベ
ル
が
介
在
し
て
お
り
、
容
易
に
は
判
断

で
き
な
い
面
も
あ
る
が
、
教
師
養
成
と
い
う
伝
法
会
本
来
の
目
的
か
ら
す
れ

ば
、
や
む
を
得
な
い
方
法
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
覚
鍜
が
談
義
を
構
築
す
る
際
に
意
識
し
た
相
伝
の
問
題
は
、
確
実

に
聖
応
の
筆
録
の
姿
勢
に
も
受
け
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
師
を
追

い
求
め
る
弟
子
の
「
思
い
」
が
、
相
伝
を
辿
る
と
い
う
方
法
を
取
ら
せ
た
の

で
あ
る
。
聖
応
が
執
勘
に
残
そ
う
と
し
た
も
の
は
、
覚
鐙
の
「
思
い
」
で
あ

っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

主
も
句
、
〃
″（

１
）
永
井
義
憲
氏
「
『
真
言
宗
談
義
聴
聞
集
の
説
話
』
‐
１
１
平
安
末
期
高
野

山
教
団
内
の
説
話
資
料
Ｉ
」
（
「
豊
山
学
報
」
十
三
輯
、
昭
和
ね
）
。
後

に
新
典
社
研
究
叢
書
十
二
『
日
本
仏
教
文
学
研
究
』
第
三
集
（
昭
和
印
、

新
典
社
、
三
六
九
頁
～
四
○
二
頁
）
に
転
載
。
松
崎
恵
水
氏
「
打
間
集
に

つ
い
て
」
（
「
大
正
大
学
研
究
紀
要
」
第
五
七
輯
、
昭
和
幻
）
。
同
氏
「
『
真

言
宗
談
義
聴
聞
集
』
に
つ
い
て
」
（
「
密
教
学
研
究
」
第
十
三
号
、
昭
和
元
）
。

（
２
）
拙
槁
「
『
覚
擾
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
菩
提
心
論
談
義
の
成
立
と

展
開
」
（
『
唱
導
文
学
研
究
』
第
二
集
所
収
、
平
成
、
、
三
弥
井
書
店
、
八

八
頁
～
一
○
九
頁
）
。
ま
た
、
「
『
覚
鍍
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
研
究

序
説
」
（
『
唱
導
文
学
研
究
』
第
三
所
収
、
平
成
Ｂ
、
三
弥
井
書
店
）
参
照
。

研
究
序
説
で
は
、
古
写
本
と
さ
れ
る
高
山
寺
本
、
仁
和
寺
本
、
中
野
達
慧

氏
に
よ
る
全
集
本
の
伝
本
整
理
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
各
々
の
構
成
に
お

け
る
問
題
点
を
指
摘
し
、
特
に
高
橋
伸
幸
氏
が
「
標
題
説
話
覚
書
ｌ
『
聖

財
集
』
の
説
話
を
通
し
て
ｌ
」
（
「
史
料
と
研
究
」
第
十
六
号
、
昭
和
団
）

に
指
摘
さ
れ
た
一
行
程
度
の
「
標
題
説
話
」
に
つ
い
て
も
注
目
し
な
が
ら
、

含
ま
れ
る
全
て
の
説
話
の
内
容
を
示
し
、
教
釈
と
の
配
置
関
係
を
明
ら
か

に
し
た
。
な
お
、
本
稿
よ
り
前
に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ

に
記
し
て
お
く
。

（
３
）
唯
一
、
南
北
朝
以
前
に
著
さ
れ
た
神
祇
関
係
の
資
料
『
天
地
麗
気
記
』

十
八
（
『
弘
法
大
師
全
集
』
第
五
輯
、
一
四
五
頁
）
に
「
聖
応
」
の
名
が

見
え
る
が
、
俄
に
は
判
じ
難
い
。

（
４
）
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』
第
一
編
伝
記
所
収
、
三
八
頁
。

（
５
）
注
（
２
）
の
拙
稿
参
照
。
具
体
的
に
は
『
二
教
諭
指
光
妙
』
（
『
真
言
宗

全
書
』
第
十
二
巻
、
一
三
三
頁
上
）
、
『
真
言
本
母
集
』
（
『
真
言
宗
全
書
』

第
二
一
巻
、
一
三
六
頁
下
、
三
八
九
頁
上
）
、
『
大
日
経
疏
紗
』
（
『
続
真
言

一
二
一
ハ



宗
全
書
』
第
六
巻
、
五
三
二
頁
）
等
に
見
る
が
、
仏
教
事
典
等
で
は
、
昭

和
六
年
刊
行
の
『
密
教
大
辞
典
』
や
近
年
で
は
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』

（
平
成
Ⅷ
、
雄
山
閣
出
版
）
等
の
項
目
に
こ
れ
ら
の
相
違
を
見
る
。

（
６
）
福
田
晃
氏
は
、
「
打
聞
」
に
つ
い
て
、
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
五

○
巻
第
五
号
で
、
『
枕
草
子
』
二
七
六
段
「
う
れ
し
き
も
の
」
の
「
も
の

の
を
り
、
も
し
は
、
人
の
い
ひ
か
は
し
た
る
歌
の
聞
え
て
、
打
間
な
ど
に

書
き
入
れ
ら
る
る
」
を
指
摘
さ
れ
た
。

（
７
）
『
真
俗
雑
記
問
答
妙
』
（
『
真
言
宗
全
書
』
第
三
七
巻
、
三
五
頁
）
。

（
８
）
菊
地
仁
氏
「
口
伝
と
聞
書
」
（
『
説
話
の
講
座
』
第
二
巻
所
収
、
平
成
３
、

勉
誠
社
）
に
詳
し
い
。
氏
は
「
打
間
」
の
前
身
と
す
る
「
聞
書
」
に
つ
い

て
、
特
に
「
口
伝
」
と
の
関
係
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
定
尊
に
関
す
る
注
を
こ
こ
に
ま
と
め
る
。
な
お
、
以
後
も
各
々
ま
と
め

て
注
記
す
る
。
『
根
来
要
書
』
中
「
保
延
二
年
六
月
付
両
寺
一
味
奏
状
」
（
『
平

安
遺
文
』
補
二
一
六
号
、
二
二
一
～
二
二
二
頁
）
。
『
血
脈
類
従
記
』
（
『
真

言
宗
全
書
』
第
三
九
巻
、
七
八
頁
）
。
『
真
俗
雑
記
問
答
抄
』
（
『
真
言
宗
全

書
』
第
三
七
巻
、
三
八
六
頁
上
）
。
『
伝
燈
廣
録
』
巻
第
六
（
『
続
真
言
宗

全
書
』
第
三
三
巻
、
二
八
七
頁
）
。
な
お
、
本
稿
に
引
く
櫛
田
良
洪
氏
の

説
に
つ
い
て
は
、
主
に
『
覚
鍍
の
研
究
』
（
昭
和
釦
、
吉
川
弘
文
館
）
を

参
照
し
た
。

（
、
）
注
（
２
）
の
「
菩
提
心
論
」
に
関
す
る
拙
稿
参
照
。

（
皿
）
『
根
来
要
書
』
上
「
大
治
元
年
八
月
日
紀
伊
国
庁
宣
石
手
事
」
（
『
平
安

遺
文
』
二
○
八
三
号
、
一
七
九
四
頁
）
。
ま
た
、
保
延
二
年
の
記
事
に
つ

い
て
は
注
（
９
）
に
記
す
記
事
に
同
じ
。
「
杲
宝
記
」
（
『
醍
醐
寺
新
要
録
』

『
覚
鍍
聖
人
伝
法
会
談
義
打
間
集
』
相
伝
を
め
ぐ
る
筆
録
の
方
法

巻
十
二
・
理
性
院
篇
の
．
、
初
為
賢
円
住
坊
事
」
、
七
八
一
頁
）
。
覚
鍜

の
臨
終
本
尊
に
つ
い
て
は
、
櫛
田
氏
の
前
掲
書
二
○
一
～
二
○
二
頁
に
詳

し
い
。

（
ｕ
）
『
十
八
道
念
調
次
第
』
（
『
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
巻
、
六
二
九
頁
）
。
『
血

脈
中
院
』
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
第
二
五
巻
、
一
頁
下
）
。
「
四
十
八
願
成
就

印
」
（
『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
、
八
四
三
頁
）
。
『
根
来
要
害
』
「
長
承
三

年
閏
十
二
月
二
日
」
（
『
根
来
要
書
１
１
覚
鍜
基
礎
史
料
集
成
１
１
」
八
一

号
、
六
○
頁
）
。
『
高
野
山
先
哲
灌
頂
記
録
』
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
第
四
一

巻
、
四
頁
下
）
。

（
Ｂ
）
伝
記
類
は
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』
第
一
編
伝
記
に
よ
る
。
『
結

網
集
』
中
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
○
六
巻
、
二
○
頁
）
。
『
高
野
山

先
哲
灌
頂
記
録
』
言
続
真
言
宗
全
書
』
第
四
一
巻
、
五
頁
上
）
。
兼
海
は
、

『
結
網
集
』
中
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
○
六
巻
、
二
○
頁
）
。
『
血

脈
中
院
』
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
第
二
五
巻
、
一
三
頁
上
）
。
こ
こ
に
挙
げ

た
年
次
に
つ
い
て
は
、
後
に
記
さ
れ
る
「
仁
治
」
か
ら
「
文
暦
」
の
方
が

適
当
か
。
憲
海
は
、
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
に
灌
頂
を
受
け
て
い
る
の

で
、
こ
の
場
合
別
人
か
。
な
お
、
兼
海
に
つ
い
て
は
、
他
『
東
国
高
僧
伝
』

八
・
『
本
朝
高
僧
伝
』
・
『
高
野
春
秋
』
・
『
高
野
伽
藍
院
跡
考
』
六
等
に
も

詳
し
い
。

（
畔
）
注
（
１
）
の
永
井
氏
の
前
掲
論
文
参
照
。
「
物
語
」
に
つ
い
て
は
、
田

中
貴
子
氏
の
「
天
台
口
伝
法
門
と
説
話
ｌ
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
「
物
語

云
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
Ｉ
Ｊ
に
詳
し
い
。
『
高
野
山
往
生
伝
』
（
日
本
思
想
大

系
七
『
往
生
伝
法
華
験
記
』
所
収
、
六
九
九
～
七
○
○
頁
）
。
『
五
輪
九

七



（
咽
）
『
覚
禅
紗
』
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
四
九
巻
、
二
五
二
頁
）
。
『
三
宝

院
流
洞
泉
相
承
口
訣
』
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
三
巻
、
二
二
六
頁
下
～

二
二
七
頁
上
）
。
『
血
脈
私
抄
』
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
第
二
五
巻
、
一
六
三

頁
上
）
。
『
続
伝
燈
廣
録
』
巻
第
五
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
三
巻
、
三

六
七
頁
上
）
。
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
巻
十
二
・
理
性
院
の
「
一
、
同
法
血
脈

事
」
、
七
八
九
頁
。

（
肥
）
注
（
Ｂ
）
の
『

伝
記
、
二
四
頁

せ
ら
れ
て
い
る
。

字
明
秘
密
釈
』
（
『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
、
二
八
○
頁
）
。
な
お
、
櫛

田
氏
は
、
保
延
四
年
三
月
二
十
一
日
の
「
十
住
心
論
談
義
」
第
一
巻
の
「
宝

生
ノ
義
、
之
ヲ
案
ズ
可
シ
」
（
四
七
五
頁
）
も
こ
の
人
物
の
義
と
さ
れ
て

い
る
が
、
本
書
に
は
他
で
「
宝
生
」
の
説
明
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
点
は
俄
に
は
判
じ
難
い
。
ま
た
、
『
高
野
山
大
伝
法
院
本
願
霊
瑞
竝

寺
家
縁
起
』
「
心
月
輪
秘
釈
事
』
（
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』
第
一
編

伝
記
、
二
四
頁
）
に
は
、
「
宝
生
房
」
の
文
殊
菩
薩
に
関
す
る
説
話
が
載

頁
。

の
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』
第
一
編
伝
記
所
収
、
八
四

（
ふ
じ
い
・
さ
み
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

八


